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Introduction
立石博高 TAT E I S H I  H i r o t a k a
（東京外国語大学大学院地域文化研究科・教授）
　21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠点」印刷媒体資料班は、その基本方針の
ひとつに、「ヨーロッパとアジアとの関係を明らかにするために、主として西欧におけるアジア
研究史資料の蒐集をおこなう。」ということを掲げて、近現代史資料の保存・共有に努めるとと
もに、ヨーロッパのアジア・アフリカ認識をめぐる研究の深化を図って、研究会活動を行なって
きた。2005年に入ってからも、2月4日には深澤安博氏（茨城大学教授）「20世紀スペインの政治・
社会と植民地モロッコ─帝国復活／「モーロ人」の恐怖／植民地体制の呪縛─」、6月9日に
は羽田正氏（東京大学東洋文化研究所）「ヨーロッパの「イスラーム世界」発見」、7月1日には森島聡
氏（東京外国語大学非常勤講師）「アメリカ人のイラン発見」の報告をしていただいて、このテーマに
ついての知見を深めた。
　さらに、マドリード大学名誉教授アルベルト・ヒル・ノバレス氏の来日の機会を得て、7月11
日・12日には、「近代スペインのアジア・アフリカ認識」という統一タイトルのもと、19世紀の
外交官・旅行家のシニバルド・デ・マスの中東・アジア認識と、20世紀はじめにモロッコと深
いかかわりをもった政治家・ジャーナリストのゴンサーロ・デ・レパラスのアフリカ認識につい
てご報告をいただいた。これらについては、『史資料ハブ地域文化研究』第6号の「各班の活動
報告」を参照されたい。
　10月30日には、スペイン史学会との共催によって、国際シンポジウム「ジブラルタル海峡を
はさむ他者認識─イベリアとマグレブの相克」を開催し、スペインとモロッコが抱いていた
それぞれへのまなざしが、どのように交錯してきたかを歴史的に考察しようとした。報告者に
は、スペインから、エロイ・マルティン・コラーレス教授（ポンペウ・ファブラ大学）、モロッコから、
アブドッラー・ジビルー教授（アブドルマーリク・アッサアディー大学）、そしてわが国からは深澤安博
教授（茨城大学）をむかえ、報告に対するコメントを平野千果子教授（武蔵大学）と飯島みどり助教
授（立教大学）にお願いし、その後に活発な質疑応答を行なった。当日のこれらの内容は、『史資料
ハブ地域文化研究』第8号に「特集」として掲載の予定である。そして、このシンポジウムに先
立って、10月26日にはアブドッラー・ジビルー教授に、19世紀末から20世紀にかけてのスペ
イン文学に見られるモロッコ観について、10月27日にはエロイ・マルティン・コラーレス教授
に、19・20世紀のカタルーニャ人旅行者のアフリカへのまなざしについての講演を行なってい
ただいた。
　以上のヒル・ノバレス教授、ジビルー教授、マルティン・コラーレス教授の講演は、それぞれ
に、わが国においてはほとんど知られていないスペインのアジア・アフリカ認識に関する貴重な
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ものであり、印刷媒体資料班では、同班研究協力者の愛場百合子氏と佐藤健太郎氏、そしてスペ
イン史学会会員の阿部俊大氏にお願いしてこれら4本の講演録を邦訳してもらい、「連続講演会」
の記録として本ジャーナルに掲載することとした。なお、3人の教授はスペイン、モロッコにお
いては著名な方々であるが、わが国では管見の限りその仕事が紹介されていないので、以下、簡
略な形であるが、それぞれの略歴・主要業績を記しておきたい。
アルベルト・ヒル・ノバレス（マドリード大学名誉教授）のプロフィール
　1930年1月25日、バルセローナにて、ウエスカ県庁職員ラモン・ヒル・コスクフエラとコン
セプシオン・ノバレスの息子として生まれる。ウエスカ高等学校を卒業後、サラゴーサ大学法学
部に学び（1947-1953）、マドリード大学で法学博士となる（1964）。ザールブリュッケン（ドイツ）の
ザールランデス大学でさらに研鑽を積む（1958-1961）。
　1965年にエルビラ・ガングティア・エリセギ（リオハの実業家の娘。ギリシア語専攻の古典文献学博士で、
現在は高等学術研究院教授）と結婚。二人の娘、セム語文献学博士（アラビア語専攻）のコンチータと美術
大学卒のエルビラを持つ。
　Middledury Collegeでスペイン･ラテンアメリカ歴史･文学教師を務める（アメリカ合衆国バーモ
ント州Middledury、1961-1964）。その後、ルイス･ガルシア・デ・バルデアベリャーノを主任教授と
するマドリード大学政治･社会学部で、スペイン政治･行政制度史講座で助手、助教授を務める
（1966-1972）。バルセローナ自治大学文学部社会現象史准教授（1972-1980）、マドリード大学情報科
学部現代世界史准教授（1980）を経て、1983年より同学部同講座の主任教授を務める。
　現代史専攻の歴史家で、旧体制から資本主義への移行について主に研究し、自由主義の3年
間（1820-1823）と北アラゴン地方史を専門研究テーマとする。雑誌Trienio (Ilustración y Liberalismo)
（1983）の創刊者･編集長で、多くの国内外の雑誌に協力している。マヌエル・トゥニョン・デ・
ララの主催するポー（南フランス）での連続シンポジウムや、ライプチヒで開かれたスペイン -ドイ
ツ学会（1983年11月17-18日）などの学会にも積極的に参加している。なおこの学会の報告書がLa 
revolución burguesa en Españaと題してマドリード大学出版局によってマドリードで出版されて
いる（1985）。
　主な編著としては以下のものがある。Rafael de Riego. La Revolución de 1820, día a día, 
Madrid, Tecnos, 1976. Textos exaltados del Trienio liberal, Madrid-Gijón, Eds. Júcar, 1978. 
Juan Romero Alpuente, Historia de la Revolución española y otros escritos, Madrid, Centro de 
Estudios Constitucionales, 1989. Joaquín Costa, Historia Crítica de la Revolución española, 
Madrid, Centro de Estudios Constitucionales, 1992. また Diccionario biográfico del Trienio 
liberal, Madrid, El Museo Universal, 1991.の編者であり、マヌエル・トゥニョン・デ・ララ編の
Historia de España の第7巻 Centralismo, Ilustración y agonía del Antiguo Régimen, Barcelona, 
Labor, 1980の「政治・社会」章を執筆している。加えて、Diario 16やEl Paísなどの新聞にも
史資料ハブ／印刷媒体資料班連続講演会／近現代スペインのアジア・アフリカ認識
154
しばしば寄稿している。
　イタリアのCentro Interuniversitario del Viaggio（Moncalieri, Turín, 1980）の名誉会員。フランス革
命史国際委員会の会員（1987）で副会長も務める（1995）。Instituto de Estudios Altoaragoneses の
名誉委員（1990）。Academia de la Historia de Colombiaの学士院海外準会員（1996）で、Academia 
Nacional de la Historia de Venezuelaの学士院準会員でもある。
主な著書
Las pequeñas Atlántidas. Decadencia y regeneración intelectual de España en los siglos XVIII y XIX, 
Barcelona, Seix Barral, 1959.
Derecho y revolución en el pensamiento de Joaquín Costa, Madrid, Península, 1965.
Antonio Machado, Barcelona, Fontanella, 1966 (2ª. ed., id., 1970; 3ª. ed., Madrid, Eds. del Orto, 1992).
Las Sociedades patrióticas, 2 vols., Madrid, Tecnos, 1975.
William Maclure. Socialismo utópico en España, Barcelona, Universidad Autónoma, 1977.
La revolución de 1868 en el Alto Aragón, Zaragoza, Guara, 1980.
El Trienio Liberal, Siglo XXI, 1980 (2ª. ed., Madrid, Siglo XXI, 1989).
Del Antiguo al Nuevo Régimen en España, Caracas, Academia Nacional de la Historia, 1986.
Images of Wellington and Britain in Spain after 1815, Southampton, The Second Wellinton Lecture, 
University of Southampton, 1990.
エロイ・マルティン・コラーレス（ポンペウ・ファブラ大学教授）のプロフィール
　1949年11月17日、カディス県ロタにて生まれる。
　1985年、バルセローナ大学地理・文学部卒。1993年、博士号取得（学位論文：El comercio de 
Cataluña con los países musulmanes: 1680-1830、指導教官：カルロス・マルティネス・ショー）。
　1989年、セビーリャ大学経済・経営学部助手。1992年、バルセローナ自治大学経済・経営学
部助教授、1996年、ポンペウ・ファブラ大学人文学部准教授を経て、2002年より同大学教授。
　スペイン・マグリブ関係史を専門とする。当初の主要な研究テーマは、近世におけるカタルー
ニャとマグリブ地域との交易関係。また、早くからスペインにおけるムスリム・イメージにも関
心があり、映画やフラメンコ、ポスターなどの多様な史料を通したアプローチをおこなっている。
スペインの植民地問題についても多くの論考を発表している。
　経済史学会会員、「ピエール・ヴィラール」近代史研究所研究員。
　1995年、97年、99年と3回にわたってカタルーニャ・アンダルシーア史学会を組織。
　雑誌 Illes i Imperis. Estudis d'Història de les societats en el món colonial i postcolonial 編集委
員。
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主な著書
La Segunda República en Melilla. Memoria histórica (1931-1936), Melilla, Consejería de Cultura, 
2000.
Comercio de Cataluña con el Mediterráneo musulmán (siglos XVI-XVIII). El comercio con los 
enemigos de la fe, Barcelona, Bellaterra, 2001.
La imagen del magrebí en España. Una perspectiva histórica, siglos XVI-XX, Barcelona, Bellaterra, 
2002.
編著
Marruecos y el colonialismo español (1859-1912). De la guerra de Africa a la penetración pacífica, 
Barcelona, Bellaterra, 2002.
アブドッラー・ジビルー（アブドルマーリク・アッサアディー大学教授）のプロフィール
　1953年1月1日生まれ。
　1981年、マドリード自治大学より博士号取得（学位論文：El tema árabe en la poesía modernista 
hispanoamericana）。
　1973年よりムーライ・イドリース高校（フェス）、1975年よりフェス・スペイン文化センター、
1982年よりカーディー・イヤード大学人文学部（マラケシュ）、1983年よりアブドルマーリク・
アッサアディー大学人文学部（テトワン）にて教育・研究に従事。1998年から2001年にかけては、
サウード王大学翻訳学部（リヤード、サウディアラビア）教授。2004年より、アブドルマーリク・アッ
サアディー大学ファハド翻訳大学院（タンジェ）副所長をつとめる。また、アブドルマーリク・
アッサアディー大学人文学部副学部長（1987年）、同大学学長室大学間協力部門責任者（1991年）な
どの要職も歴任している。
　専門はスペイン語文学。スペイン語文献、アラビア語文献それぞれに現れる相手地域のイメー
ジについて多くの論考がある。また、翻訳活動を通して多くのアラブ文学作品をスペイン語圏の
読者に紹介している。
主な著書
Diwan modernista. Una visión de Oriente, Madrid, Taurus, 1986.
Al-Andalus en la creación literaria marroquí actual（アラビア語）, Tetuán, Fanar, 1988.
Tánger puerta de Africa. Antología de textos literarios hispánicos, Madrid, Cantarabia, 1989.
Temática árabe en las Letras Hispánicas, Tetuán, Publicaciones de la Facultad de Letras de Tetuán, 
1996.
Crónicas del Norte. Viajeros españoles en Marruecos, Tetuán, Publicaciones Tetuán-Asmir, 1998.
翻訳（スペイン語訳）
Miradas de la otra orilla. Una visión de España (Antología de textos literarios marroquíes actuales), 
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Madrid, I.C.M.A., 1992.
El Pan desnudo (novela) de Mohamed Chukri, Barcelona, Montesinos, 1981.
Cuentos de Arabia, Cádiz, Quórum, 2004.
翻訳（アラビア語訳）
La Enseñanza de la traducción, Riad, Universidad Rey Saud, 2003.
Las Coplas del peregrino de Puey Monçon. Viaje a la Meca en el siglo XVI, Riad, Centro Rey Faysal 
de Estudios Islámicos, 2004.
